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第4回

遠州灘沿岸侵食対策検討委員会

平成17年9月14日

静岡県
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中田島砂丘の地盤高
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１．前回委員会での意見対応

平成16年度測量

低地化
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馬込川右岸の状況写真（中田島）
陥没状況

６月２１日（火）中
日新聞 夕刊

復旧状況
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天竜川水系の主要ダム堆砂量と砂利採取量

・天竜川水系全体での累計堆砂量
は約12,500万m3 、累計砂利採
取量は約2,500万m3である。

天竜川水系のダム堆砂量と砂利採取量の推移
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竜洋波浪観測施設
（水深40ｍ）

中田島海岸養浜箇所
(9万ｍ3、H17.1-3)

浜松五島海岸養浜箇所
(4.8万ｍ3、H17.1-3)

２．各海岸における最近の海岸侵食状況
最近の波浪来襲状況
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浜松五島海岸の侵食状況

侵食土量
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侵食箇所の状況写真
H17.6.8撮影

H17.7.27撮影

H17.8.31撮影

約15mの後退

約1mの地盤低下
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下水道放流管の散乱状況

2005.9.13 静岡新聞朝刊
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中田島海岸の侵食状況

①②

H17.6.8撮影

H17.8.31撮影

防護柵

約10m
①

②

養浜材は西へ
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養浜箇所の状況写真（中田島）

H17.8.31撮影H17.6.8撮影

浜崖高の増大
約2m

約4m
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H17.8.31撮影

防護柵

H17.8.31撮影H17.6.8撮影

養浜箇所と中田島砂丘前面の状況写真

杭 杭
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侵食土量
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時　期

9.0
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養浜材流出量の推定値
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中田島海岸養浜材の推定流出量

養浜断面形状の変化（No.160）

約10mの後退

崩壊した土砂は西
側に流れていく
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侵食域

３．対策工法の比較検討

堆砂安定域

約6kmの区間が侵食域
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①無対策の場合

・中田島砂丘列が消失し、津波
や高潮に対する防護効果が低下

５年以内に廃棄物露出、10年以内
には砂丘前面の砂が消失

将来的には舞阪海岸方面に約6km
以上の砂浜が消失する
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中田島砂丘前面の海浜断面変化

No.161

+10

+8

+6

+4

+2

-0

-2

-4

-100 -50 0 50 100 150 200 250 300
岸沖方向距離(m)

標
高

(T
.P

.m
)

現況（2005年8月）
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侵食は止まらない

砂丘崩壊の危機

津波や高潮に対する
防護効果が低下が懸
念される。 約20年前の汀線位置
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中田島砂丘以西の海浜断面変化

No.166-1
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侵食は止まらない

護岸施設倒壊の危機

保安林倒壊の危機

約20年前の汀線位置
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浜松五島海岸の海浜断面変化

短期変動量約30ｍ

海岸堤防

×
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No.159+100m

+10

+8

+6

+4

+2

-0

-2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
岸沖方向距離(m)

標
高

(T
.P

.m
)

200412(養浜実施前)
200503(養浜実施後)
200506(台風4号通過後)
200508(台風7号通過後)
想定侵食断面

矢板設置箇所
↓

廃棄物埋立箇所前面の海浜断面変化

短期変動量約30ｍ

フィルター
ユニット

20

No.161

+10

+8

+6

+4

+2

-0

-2

-20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
岸沖方向距離(m)

標
高

(T
.P

.m
)

200506(養浜実施後)

200508(台風7号通過後)

想定侵食断面

中田島砂丘前面の海浜断面変化

堤防施設の整備

砂丘の崩壊

短期変動量約30ｍ



21

保安林管理者による防護

堤防整備に侵食速度はさらに激化
５年内に堤防整備

22

堤防と消波ブロックの連続した海岸
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②沖合構造物による対応

離岸堤等沖合施設を順次施工

安定汀線に近づくように約6km区間で
沖合施設が並ぶ

下手侵食

沖合侵食は進行
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離岸堤の連続した海岸
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中田島砂丘前面の海浜断面変化
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侵食は止まらない

砂丘崩壊の危機

津波や高潮に対する
防護効果が低下が懸
念される。 沖合構造物設置
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中田島砂丘以西の海浜断面変化

No.166-1
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③養浜による対応
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広域土砂収支図(案)

沿岸漂砂の分岐点

• 中田島海岸では現状で15万m3/年以上の侵食。

• 土砂収支のバランスを維持するためには侵食土
量相当分の土砂を投入する必要がある。

天
竜
川
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毎年養浜を続けた場合

養浜15万m3/年以上

海岸形成に寄与する良質な細砂分：中央粒径で0.3～
0.5mm程度
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堆
積
土
砂

堆積域

堆積域

サンドリサイクル
（陸上）

サンドバイパス

サンドリサイクル（海上） サンドバイパス
（海上）

陸上

陸上

侵食域の拡大
侵食域
の拡大

侵
食
域

侵食域

供給土砂
の増大

長期的な土砂の流れ

４．今後の流れ
海岸・河川・港湾の連携による養浜システム
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養浜材確保に関する課題

• 年間15万m3以上の莫大な量の養浜材をどこから供給
するのか？

• 平成16年度は9万m3養浜（調整費）を実施。

今後の養浜材確保については現在調整中。

• 質にも注意する必要がある。0.2mm以下の粒径が多
く含まれている場合は前浜回復にほとんど寄与せず
に下手に流出する一方、礫材が多く含まれている場合
には、海岸が礫浜化。

養浜システムの課題①

• 今切れ口沖の土砂は汀線際（中央粒径で0.3～
0.5mm程度）と比較して、粒径が細かい（中央粒径で
0.2mm程度）。また、一旦陸揚げする場合には工事費
が倍増する。
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養浜システムの課題②
環境・利活用に関する課題

• 航路埋没対策としての浚渫土砂を漂砂の
上手側に運ぶサンドリサイクルは、養浜材
流出防止施設が無い状況では事業の性
質上困難。

• アカウミガメ産卵やコアジサシ営巣地保護
等環境上課題。

• 年間15万m3以上の良質な材料を安定
供給できる？（10tダンプで約4万台分）
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養浜システムの課題③

事業化に関する課題

• 年間15万m3以上確保できない場合は、
構造物の併用により侵食箇所の分散を
図るような対策も必要。また、礫浜化を
防ぐような対策（ふるいわけ・最小限の
構造物）も必要。

• 養浜を実施する場合には毎年約5億円以
上の事業費。



33

養浜システムの課題④

その他の課題

• 投入土砂は西側に流れていくため、今
切れ口航路障害問題の解決にはならな
い。

• 天竜川からの土砂供給回復の可能性
は？いつまでサンドバイパスを続ければ
良いのか？

• 新居海岸～湖西海岸の侵食域拡大に対
する影響は？
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海岸シンポジウム

・国・県・市の連携

・住民の理解と協調

海辺づくり会議

・地域毎の協調に対する議論

技術検討会

・技術的検討

技術検討会・海岸シンポジウム・海辺づくり会議のサイクル

提案

情報発信議論・意見
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第２部

36

１．今切口航路埋没対策巻き波発生状況
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台風11号通過後（8/26）の状況
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今切口周辺の地形変化

水深分布図推定巻き波発生箇所

2005年3月

10 km

1973年3月

水深分布図

(m) 堆積

侵食

1973年3月～ 2005年3月

水深変化量分布図

推定巻き波発生箇所

(m)

堆積
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今切口前面の土量変化①
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今切口前面の浚渫予定箇所
とその効果

水深(m)

0 400

水深分布図（2005年3月）

○：浚渫予定箇所
・範囲：400ｍ×200ｍ
・掘削深：１ｍ
・浚渫量：８万ｍ3

浚渫予定箇所

有義波高(m)

1990年3月

2005年3月(浚渫前)

計算有義波高分布図

2005年3月(浚渫後)

波高増大

波高低減
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今切口前面の浚渫予定箇所とその効果
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今切口前面の浚渫予定箇所とその効果
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２．新居海岸侵食対策

No.7020
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H16.10
H17. 3
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浚渫土砂投入（H16.12）

↓（約0.6万ｍ3）

海底地形の経年変化（No.7020）

↑
バー地形の維持

垂直空中写真：H17.1撮影

今切口前面の浚渫土砂

フィルターユニットの拡張
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新居海岸状況写真（H17.9.2撮影）
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３.その他
浜名漁業協同組合からの巻き波に関するヒアリング結果

今切れ口の波について（平成17年7月5日）
台風のウネリによる波は、浅瀬に来て砕波する。砕波する場所は、
赤灯台南約200m～250mぐらいの沖合いからで、東側300mに西側500m
ぐらいの計800m程度。満潮時から干潮時までの引き潮時は、赤灯台
正南線より西側が巻き波なり、三角波が起きて、砕波高が増大する
。うねりだけなら漁船は満ち潮の時に出入港可能だが、波が1本でも
破砕する様になると危険で航行出来ないので休漁とする（明け方か
ら引き潮でうねりが少し有る時も同様に休漁）。
台風は南海上で発生した後は主に東から西に進み、今切れ口南北線
より西側で北緯20度線以北に台風が来た時は、南南東方向から、大
きなうねりが打ち寄せ出港できない。
日数は（台風が接近するまで）3日から数日間。今切れ口南北線よ
り東側に台風が進んだときは、南西方向からの大きなうねりがきま
す。（台風が通過する時から後）1日から2日程度。
1個台風が出来ると4日から10日くらい波が高くて出漁できない。


